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令和 8（２０２６）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
外国語試験 英語 

［問題用紙は２枚です。］ 
（１枚目/２枚中） 

★一題ごとに別の解答用紙を用い、問題番号を記入すること。 
 
Ⅰ. 次の英文を読んで、下線部を日本語になおしなさい。 

 

 
【出典】Ross Perlin, Language City: The Fight to Preserve Endangered Mother Tongues, 

Grove Press, 2024, p. 43. （Kindle 版, “A Brief Guide to Radical Linguistics,” 第 3 段

落.） 
 
Ⅱ．次の英文を読んで、全文を日本語になおしなさい。ただし、人名は原文のまま alphabet で
書き出すこと。 
 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 
 
 
 
【出典】Celia Paul, “Diary: Lucian Freud’s Sitters,” London Review of Books Online, Vol. 

46, No. 17 (12 September 2024), 第 1 段落, l. 1-l. 8. 
 
 
 
 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 
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（２枚目/２枚中） 
 

 

 

Ⅲ. 次の文章を読んで、全文を英語になおしなさい。 
 
 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
【出典】須藤遙子編著、吉田則昭・奥村倫弘著『シリーズ 大学生の学びをつくる これだけは！

のメディア学――マス・メディアから AI まで』、大月書店、2025 年、p. 149，l. 1-l. 6. 
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令和８（２０２６）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

外国語試験 ドイツ語 

［問題用紙は２枚です。］ 

（１枚目/２枚中） 

 

問題 １ つぎのドイツ文を日本語に訳しなさい。 

 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

 

 

 

（出典） Piereth, Wolfgang (hg.): Das 19. Jahrhundert. München 1997, S.188./ 

Z.1-8. 

 

問題 ２ つぎのドイツ文を日本語に訳しなさい。 

 

 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

 

 

 

（出典） Weber-Kellermann, Ingeborg: Der Kinder neue Kleider. Frankfurt a.M. 

1985. S.7/Z.1-8. 出題にあたり、本文の一部を改変している。 
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（２枚目/２枚中） 

 

 

問題 3 つぎのドイツ文を日本語に訳しなさい。 

 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

 

 

Chamisso シャミッソー （ドイツの作家） 

 

(出典) von Chamisso, Adelbert: Die Tagebücher der Weltreise 1815-1818, Teil 1: 

Text, Göttingen 2023, S.43/Z.7-12. 出題にあたり、本文の一部を改変している。 
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[１枚目/１枚中] 

 

令和８（２０２６）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
外国語試験 フランス語 
［問題用紙は１枚です。］ 

 
問１ 次の文章を日本語に訳しなさい。 
 
【問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 
Alain Corbin, Histoire du silence de la Renaissance à nos jours [2016], Paris, Flammarion, 
« Champs », 2018, p. 7, l. 6-11.】 
 
注）recueillement : 精神の集中  oraison : 祈祷  émerger : 出現する 
 
問２ 次の文章を日本語に訳しなさい。 
 
【問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 
https://fr.yahoo.com/style/corps-vie-floriane-roux-disparue-103043839.html】 
 
注）Dordogne : フランス南西部の県名  compagnon : 伴侶（夫）   
   
問３ 次の文章を日本語に訳しなさい。 
 
【問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 
https://fr.yahoo.com/news/3-vêtements-à-éviter-prenez-211045689.html】 
 
注）essuyer :（埃などを）拭

ふ

く  désinfecter : 消毒する 
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https://fr.yahoo.com/style/corps-vie-floriane-roux-disparue-103043839.html
https://fr.yahoo.com/news/3-v
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問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。
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問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。
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令和８（２０２６）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

外国語試験 中国語 

［問題用紙は 2枚です。］ 

 

 

 

Ⅰ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。解答はすべて日本語を用いること。 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

鄭淵潔、『鼠王做寿』、浙江少年児童出版社、2015 年、3‐4 頁。 

 

 

問一 下線部（１）を拼音表記に改めなさい。 

問二 下線部（２）を日本語に訳しなさい。 

問三 下線部（３）を日本語に訳しなさい。 

問四 下線部（２）と（３）はどのような関係にあるのか、その論理的な繋がりをわかり

やすく説明しなさい。 

問五 下線部（４）を日本語に訳しなさい。 

問六 下線部（４）において、小老鼠が時計と時間の関係をこのように解釈するのはなぜ

か、その意図についてわかりやすく説明しなさい。 

 

 

Ⅱ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。解答はすべて日本語を用いること。 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

宗白華、『美学散歩』、上海人民出版社、1981 年、1‐2 頁。 

 

 

問一 下線部（１）を拼音表記に改めなさい。 

問二 下線部（２）を日本語に訳しなさい。 

問三 下線部（２）に述べられる荘子のダ·ヴインチの類似性はどのようなものか、文章

全体を踏まえてわかりやすく説明しなさい。 

問四 下線部（３）は、どのような見解が述べられているか。文章全体を踏まえてわかり

やすく説明しなさい。 
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本文は著作権等に配慮し、省略します。 

令和８（２０２６）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

外国語試験 スペイン語 

［問題用紙は１枚です。］ 

（１枚目/１枚中） 

 

問１ 次の文章は画家パブロ・ピカソの作品《ゲルニカ Guernica》（地名としてはバスク語表記で “Gernika”）に

ついて述べています。全文を日本語に訳しなさい。 

（出典：レイナソフィア美術館ウェブサイト：https://guernica.museoreinasofia.es/#mas-alla-del-cuadro 2025.8.20.閲覧 [一部省略]） 

問２ 次の文章について、全文を日本語に訳しなさい。（出典：El Colegio de México. Centro de Estudios Históricos. 

Historia General de México. 1998. México: El Colegio de México, Centro de Estudios Históricos, vol.1, p.9, 1-11 行） 

 

本文は著作権等に配慮し、省略します。 

 

9

https://guernica.museoreinasofia.es/#mas-alla-del-cuadro
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令和８（２０２６）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
人文学専攻 （科学技術社会論受験分野） 専門試験 

［問題用紙は２枚です。］ 
（１枚目/２枚中） 

 
注意 ①解答はすべて所定の解答用紙に記入すること 

②問題用紙は持ち帰ること 
 
 
Ⅰ 次の英文を読み、日本語で５行程度で要約しなさい。 
 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 
（Motohisa Kaneko, “Higher Education Research, Policy and Practice: Context, Conflicts and the New 
Horizon,” in Ulrich Teichler and Jan Sadlak eds., Higher Education Research: Its Relationship to Policy 
and Practice, Pergamon, 2000, p. 47, ll. 7-21.） 
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（ ２枚目／２枚中 ） 
 
Ⅱ 以下の語句の中から、３項目を選択し、その番号を記した上で、各項目について日

本語で５行程度で解説しなさい。 

 
  １ アクターネットワーク理論 
  ２ テクノクラシー 
  ３ フェイクニュース 
  ４ マンハッタン計画 
  ５ 気候正義 
 
 
Ⅲ 人類の宇宙進出に伴う倫理的・法的・社会的課題（Ethical, Legal and Social Issues）

としてどのようなものがあるか、論点を整理したうえで、自らの考えを日本語で論

述しなさい。その上で、その要約を５行程度の英文で書きなさい。 
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 （1枚目/3 枚中）

令和８（２０２６）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

人文学専攻 （臨床哲学受験分野） 専門試験 

［問題用紙が１枚・添付資料が２枚、全部で３枚です］ 

 

 

問題１ 次の A〜E の中から２つを選び、論じなさい。 

 

A. 他者において出会われる異質性・不快さのもつ意味について、哲学・倫理学の学説

に関連づけて論じなさい。 

B. 功利主義の倫理について概説し、その問題点について論じなさい。 

C. 死に関する生命倫理での議論を紹介し、その問題点について論じなさい。 

D. 量的／質的研究の違いを説明した上で、質的研究の限界について論じなさい。 

E. 古代ギリシア哲学における「徳」について、説明しなさい。 

 

 

問題２ 別紙資料を読んで、その内容に言及しつつ、あなたにとっての「臨床哲学」の実践につ

いて自由に述べなさい。 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

鷲田清一著『哲学の使い方』、第３章：哲学の臨床、I 哲学の「現場」、岩波新書、2014

年、139 頁 1 行目〜145 頁 3 行目。 
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1 
 

令和 8（2026）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
 人文学専攻 （東洋史学受験分野） 専門試験 

［問題用紙は 6 枚です。］ 
（1 枚目/6 枚中） 

 
 

［問題用紙は 6 枚です。Ⅰ～Ⅳについて，それぞれ別々の解答用紙を使用すること］ 

 
 
Ⅰ 論述問題 

次の 2 問から１問を選び，解答しなさい。解答に当たっては，いずれを選んだかを冒頭に記入

すること。 
 
（A）アジア史上における気候変動とその影響について，具体例を挙げつつ論じなさい。 
 
（B）アジアにおける海上交易について，商品・商業ルートなどを具体的に挙げながら通史的に

述べなさい。 
 
 
Ⅱ 基礎事項問題 

次の（a）～（j）の事項について知るところを，それぞれ 2 行程度で簡潔に答えなさい。 
［問題Ⅰとは別の解答用紙を用いること］ 

 
（a）万暦帝        （b）北京議定書    （c）クビライ遺訓 
（d）『太平御覧』         （e）陳垣        （f）燕雲十六州       （g）尚書省 
（h）九品中正       （i）金石学      （j）タラス河畔の戦い    
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2 
 

（2 枚目/6 枚中） 
 

Ⅲ 漢文問題 

 次の漢文は，清代の王鳴盛が著した『十七史商榷』巻 100・綴言二・通鑑紀事本末

である。これを読んで，語注も参照しつつ，下の問いに答えなさい。問題 I・II とは別

の解答用紙を使用すること。 

 

語注 趙与𥲅
ちゆう

（1179-?）：南宋の宗室出身, 官は吏部尚書に至る。私財を投じ『通

鑑紀事本末』を刊刻。 

下学：初学者  若乃：至於に同じ 

 
 
 
問 1 傍線部①（樞～聯）をすべてひらがなで書き下しなさい。 
問 2 傍線部②（得～無）をすべて現代日本語に訳しなさい。   

① 

② 

16



3 
 

（3 枚目/6 枚中） 
Ⅳ 選択外国語問題 
 

下の(1)〜(5)から 1 問を選んで解答しなさい。ただし，問題 I・II・III とは別の解答用紙を使用

し，選択した問題番号を記入すること。 
 

（1）英語問題 
次の英語の文章をすべて日本語に訳しなさい。 

 
 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 
 

【Menzies, Nicholas. Forest and Land Management in Imperial China, New York, St. 
Martin’s Press, Inc., 1994, p. 123, ll. 1-20】  

17



4 
 

（4 枚目/6 枚中） 
 
（2）ドイツ語問題 

次のドイツ語の文章をすべて日本語に訳しなさい。 
 
 
 
 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 
 

【Aysima Mirsultan, “Kontinuität in der Phraseologie des Alt- und Neuuigurischen vom 14. bis zum 20. Jahrhundert.” In: 
Johannes Reckel (ed.), Central Asian Sources and Central Asian Research, Göttingen: Universitätsverlag Göttingen, 2016, 
p. 124, ll. 1–12】 

 
 
 
（3）フランス語問題 

次のフランス語の文章をすべて日本語に訳しなさい。ただし，注番号は無視すること。 
 
 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 
 
※ l’Insulinde：東南アジア島嶼部 
 

【Philippe Pelletier, L'Extrême-Orient: L'invention d'une histoire et d'une géographie, Paris: Gallimard, 2011, p. 257, ll. 
17-28.】 
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5 
 

（5 枚目/6 枚中） 
 
（4）ロシア語問題 

次のロシア語の文章をすべて日本語に訳しなさい。ただし，注番号は無視すること。 

 

註： Нань-шань 南山（地名） юечжийц 月氏 
 
 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 
 
【В. В. Бартольд, Сочинения, том II, часть 1, Москва: Издательство Восточной Литературы, 1963, p. 25, ll. 3–16.】 

   

19



6 
 

（6 枚目/6 枚中） 
（5）中国語問題 
 次の中国語の文章を読み，下記の問いに答えなさい。ただし，注番号①②は無視すること。

  
 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 
 
【鈔暁鴻「涇渭清濁」（『中国社会科学』2015-12，2015）p. 177, l. 1‐p. 178, l. 5。ただし字句は適宜

改めた】 
 

 

 

問 1 文中の（ア）～（ウ）に入れるべき語を，下記のピンインを参考に，漢字で答えなさい。

なお，字体（簡化字または繁體字）は，問題文に合わせること。 

 （ア）míngxiǎn  （イ）shùjù  （ウ）dānwèi 
 
問 2 文中の下線部 (a)・(b)の漢字を，すべて標準漢語ピンインに直しなさい（声調も付すこと）。 

       
問 3 上の中国語を，日本語に訳しなさい（（ア）～（ウ）の部分も訳すこと）。 
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令和８（２０２６）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

人文学専攻 （西洋史学受験分野） 専門試験 

［問題用紙は２枚です。］ 

（１枚目/２枚中） 

 
注意：解答は、別紙解答用紙に設問番号を書いてから記入しなさい。また、各設問の枝

問の記号や番号も記すこと。 

 

設問１. ①と②のうち、一つを選択し、解答しなさい。 

① 歴史学は、「現在と過去のあいだの終わりのない対話」だといわれています。過去の

探求を通じて、なぜ、そしてどのようにして、わたしたちは自分が生きている社会

の性質や特徴を深く理解できるようになるのでしょうか。現在を知る学問としての

歴史学の特徴について説明しなさい。 

② 歴史学研究においては、古典的な学説を修正する新たな学説の提示により、歴史解

釈が更新されてきました。そのような研究史の刷新の事例を一つ挙げて、その主な

争点や、意義、射程が明確になるように説明しなさい。 

 

 

設問２．①～⑥の語句のなかから三つを選択し、説明しなさい。 

① アゴラ  

② 十字軍国家 

③ 1492 年 

④ 人種主義 

⑤ 「長い 19 世紀」 

⑥ リュシアン・フェーヴル 
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（２枚目/２枚中） 

設問３．次頁の英文は、Laurent Dubois, Avengers of the New World: The Story of the 

Haitian Revolution (Cambridge, MA. & London: Harvard University Press, 2005)の

Prologue からの抜粋（p. 3, l.10-p. 6, l. 33）です。以下の問いに答えなさい。 

（1）①と②をそれぞれ日本語訳しなさい。 

（2）③について、英文の内容に即して説明しなさい。 

（3）筆者は、ハイチ革命を理解するために、どのような点に気を付けなければならな

いと述べていますか。英文の内容に即して説明しなさい。 
  

英文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。 
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 1 

令和８（２０２６）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
人文学専攻 （人文地理学受験分野）専門試験 

［問題用紙は 2 枚です。］ 
（１枚目/2 枚中） 

 
(中辞典程度の英語辞書の持ち込みを可とします) 

 
以下の問１～問３に答えなさい。解答は解答用紙に記入のこと。  

 
 
問１ 
 次の(a)～(f)は、人文地理学に関連する用語を挙げたものである。これらの中から１つを

選んで簡潔に説明しなさい。なお、選んだ項目のアルファベットを明記すること。  
 

(a) 地理的データ行列（地理行列）  (b) アネクメーネ 
(c) マルトンヌの乾燥指数          (d) 反都市化 
(e) コーホート            (f) 関係人口 

 
問２ 

次の(a)～(d)の４つの問いの中から１つを選んで解答しなさい。なお、選んだ問いのアル

ファベットを明記すること。 
 

(a) 日本の国土政策について、その歴史的展開と現在の状況を説明しなさい。 
(b) 人文地理学において、地域の現象を異なるスケールで分析することの意義につい

て、説明しなさい。 
(c) 日本と英語圏の人文地理学における研究潮流の違いについて一つ取り上げ、その

背景や課題について論じなさい。 
(d) 焼畑の定義を述べた上で、その特徴について説明しなさい。  
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 2 

（２枚目/２枚中） 
問３ 
 次の英文を読んで、下の問い(問ア・問イ)に答えなさい。 
 

[問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 ] 

 
Nunn, N. (2011): Shackled to the past: The causes and consequences of Africa's slave trades. In 

Diamond, J. and Robinson, J.A. eds. Natural experiments of history. Cambridge: Belknap Press of 

Harvard University Press, pp. 142-184より一部抜粋（160ページ20行目から161ページ7行目ま

で）。 
 

 
問ア    

   上の英文中の下線部(1)を日本語に訳しなさい。  
 
 

問イ 
  上の英文中の下線部(2)について、何と比べてどのような利点があるのかを説明しなさ

い。 
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[１枚目／２枚中] 

 

令和８（２０２６）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

人文学専攻 （フランス文学受験分野） 専門試験 

 [問題用紙は２枚です。] 

 

問１ 次の文章を日本語に訳しなさい。 

 

【問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 
J.M.G. Le Clézio, Le Chercheur d'or [1985], Paris, Gallimard, « Folio », 1988, p. 11, l. 
1-19.】 
 

注）aiguilles des filaos : 針葉樹フィラオの林  canne : 葦（植物）    
barrière de corail : 珊瑚礁  Rivière Noire : モーリシャス島のブラックリバー県   
lit de camp :（野営用の）簡易ベッド  moustiquaire : 蚊帳 
récif : 暗礁  lagon : 環礁  chaudière : ボイラー 
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[２枚目／２枚中] 

 

問２ 次の A〜F の人名、作品名または用語から２つを選び、それぞれについて３〜５

行程度の日本語で説明しなさい。 
 

A. La Défense et illustration de la langue française 

B. Encyclopédie ou Dictionnaire raisonné des sciences, des arts et des métiers 

C. Jean de La Fontaine 

D. Paul Valéry 

E. Roman de Renart 

F. Symbolisme 

 

  
 
 
 
問３ 博士前期課程におけるあなたの研究主題と研究計画について、フランス語で具体

的に述べなさい。 
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令和８（２０２６）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 
（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

日本学専攻 基盤日本学コース （現代日本学受験分野） 専門試験 
 

［問題用紙は１枚です。］ 
（１枚目/１枚中） 

 
以下の〔Ⅰ〕〜〔Ⅲ〕に日本語で答えなさい。 

 
 
〔Ⅰ〕日本研究の観点から、「アイデンティティ」について論じなさい。 
 
 
〔Ⅱ〕次の項目から、4項目を選び、各項目について 5行程度で説明しなさい。 

 
(1) 三宅石庵   (2) 与謝野晶子        (3) シベリア抑留     (4) 島ぐるみ闘争 
 
(5)「60 年安保」  (6) 農業基本法      (7)『沖縄県史⑨⑩：沖縄戦記録 1・2』 
 
(8) 松井やより    (9)「失われた 30 年」  (10) 女性学 
 
(11) ケガレ       (12) エゴドキュメント 

 
 
〔Ⅲ〕次の 4 問のうちの１つを選んで答えなさい。 

 

(1) 当事者やマイノリティの立場から歴史を書くための方法を具体的に挙げて、その意義について論

じなさい。 
 
(2) 近代日本の対外戦争を１つ取り上げ、当該の戦争が日本思想史の展開において持った意味につい

て論じなさい。 
 
(3) 人文学研究におけるＡＩの活用について、研究を遂行する上での課題を踏まえつつ、具体的な事

例を挙げて論じなさい。 
 
(4) 日本のサブカルチャーにおけるジェンダー論的問題について、例を挙げて論じなさい。 
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令和８（２０２６）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
日本学専攻 （考古学受験分野） 専門試験 

［問題用紙は２枚です。］ 
（１枚目/２枚中） 

 
 
 
 

問１ 日本の考古資料にみられる絵画について、弥生時代、古墳時代、飛鳥・奈良時代の事例をそれぞれ 1
つ以上掲げて、描写内容やその解釈ならびに表現の変遷を説明しなさい（800 字以上）。 

 
 
 

問２ Korean Peninsula の考古学に関する次の英文を読んで、以下の問いに答えなさい。 

（１）全文を日本語に訳しなさい。 

（２）下線部①について、意味するところを詳しく説明しなさい。 
（３）下線部②の Koejongdong（槐亭洞）遺跡や同時代の遺跡からの出土品に関して、日本列島での出土

例との比較を含めて、詳しく説明しなさい。 
（４）下線部③の１例として知られる West Kennet Long Barrow ならびにその周辺遺跡について、詳し

く説明しなさい。 

 
 
 
 
 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

Gina L. Barnes 1999, The Rise of Civilization in East Asia: The Archaeology of China, Korea and Japan, 

Thames and Hudson Ltd, p.167, ll.7- 21. 
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（２枚目／２枚中） 

 
問３ 次の英文を読んで、以下の問いに答えなさい。 

（１）全文を日本語に訳しなさい。 

（２）下線部①で指摘されている考古学的現象と対応する事例を１つ掲げ、具体的な様相とその背景につ

いて説明しなさい。 

 
 
 
 
 
 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

  
Valentine Roux 2019, Ceramics and Society: A Technological Approach to Archaeological Assemblages, 

Springer Nature Switzerland, p. 289, ll.19- 37. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 次の語句等について、それぞれ詳しく説明しなさい。 

（１）André Leroi-Gourhan 
（２）Chaco Canyon 
（３）山根徳太郎 

（４）熱ルミネッセンス法 

（５）恭仁宮式文字瓦 

（６）津雲貝塚 

（７）伊勢遺跡 

（８）久津川車塚古墳 

（９）月城 

（10）門崎砲台 
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［１］ 次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

令和８（２０２６）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

日本学専攻 （基盤日本語学受験分野） 専門試験 

［問題用紙は４枚です。］ 

（１枚目/４枚中） 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

出典：小川芳樹・石橋保明・青木博史（2020）『文法化・語彙化・構文化』開拓社 

（pp.v-vii, 下から13行目まで・pp.2-3, 2行目まで） 
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（２枚目/４枚中） 
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（３枚目/４枚中） 
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（４枚目/４枚中） 

 

＊Lavov：Labovの誤り 

 

出典：小川芳樹・石橋保明・青木博史（2020）『文法化・語彙化・構文化』開拓社 

（pp.v-vii, 下から13行目まで・pp.2-3, 2 行目まで） 

 

問１ 下線部（a）「言語の理論的研究はどの枠組みのもとでも、まずは共時的研究からはじまっ

てきたのである」について、その理由を本文に即してまとめなさい。 

 

問２ 下線部（b）「しかしながら、それらの言語現象がどのようにして定義づけられ、どの程度

までが研究の射程に含められるのかは、その研究に携わる者の言語観によって多少、ある

いは大きく異なる」について、具体例をあげ、説明しなさい。ただし、本文にあがってい

る例を除くものとする。 

 

問３ 共時的研究を行うにあたり、どのようなことに注意する必要があるか。本文の内容をふま

えたうえで、自由に論じなさい。 

 

 

［２］次の１４項目のなかから５項目を選び、それぞれについて５行から１０行程度で説明しな

さい。 

 

（１） 言語記号の恣意性 

（２） 批判的談話分析 

（３） 連合関係 

（４） コーパス 

（５） 三上章 

（６） 使役 

（７） 脱範疇化 

（８） 母音融合 

（９） 軽動詞 

（10） 談話標識 

（11） 借用 

（12） スタイル 

（13） ダイグロシア 

（14） 専門家アクセント 

 

 

［３］あなたが今後研究しようとするテーマに関連するキーワードを５つあげ、それぞれに 

ついて５行から１０行程度で説明しなさい。 
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令和８（２０２６）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

芸術学専攻 （アート・メディア論受験分野） 専門試験 

［問題用紙は２枚です。］ 

（1 枚目/２枚中） 

 

問１ 次に挙げる 8 つの用語もしくは固有名詞のなかから自由に５つを選び、それぞれを５

行程度の日本語で説明しなさい。 

  

（１）  原広司  （２） ゲニウス・ロキ  （３） ディープフェイク  （４） ニュー・クィア・シネマ 

 

（５） キノーラ  （６） ディープ・フォーカス  （７） クラシック・バレエ （８） パ・ド・ドゥ 

 

問２ 次に挙げる 4 つの設問（１）〜（４）の内から自由に２つを選び、日本語で解答しなさい。 

 

（１） 別紙１の図版（山の上ホテル）を参考にしながら、以下の３つの問い（A、B、C）に答えなさ

い。 

A：図版の建物の様式・デザインの特徴を、モダニズム建築の展開と関連付けて論じなさい。 

B：図版の建物は、明治大学が獲得し、外観を保存修復して再活用する計画が発表されてい

ます。この計画の是非について、①観光資源、②都市の記憶、の２つの論点から、考察しなさ

い。 

C：日本の都市部に残る近代建築の保存と活用の今後のあり方について、問い「Ｂ」での考察

をふまえつつ、別紙図版以外の具体事例を引きながら論じなさい。 

 

（２）パペットアニメーション（人形アニメーション）をもちいた作品をひとつ挙げなさい。そのうえ

で、その表現の技術的かつ表象的特徴を、近接領域（演劇・映画・テレビなど）とのかかわりか

ら説明しなさい。 

 

（３）モンタージュ技法が特徴的な映像作品の例を挙げ、場面の分析を通して、それが映画の

歴史といかに関わり合っているか、論じなさい。 

 

（４）マリウス・プティパに関する歴史的評価を一点挙げ、その評価の妥当性について、資料や

バレエの通史などを参考に考察しなさい。 
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（２枚目/２枚中） 

（別紙 1） 

 

 

 

 

図版は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 
 

 

図版：山の上ホテル 

出典：https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/8/88/Hilltop_hotel_2010.jpg  
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令和８（２０２６）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

芸術学専攻 （美学受験分野） 専門試験 

［問題用紙は 2 枚です］ 

（1 枚目 / 2 枚中） 

 

すべて日本語で解答しなさい。 

解答の文字数は問いません。 

長文になるときは段落ごとに内容を整理すること。 

 

問１  次の９つの語のうち２つの語を選び、それぞれについて、その語の意味を確認したうえで、

その語によって何が問題になってきたか、何が問題となりうるのかについて論じなさい。  

（30×2= 60 点）                                                              

民藝   幸福   模倣 

感性   批評   コミュニティ  

装飾   感情   アートワールド      

 

問２ 別紙の英文を読んで、下線部 “the nature and  scope of such normative claims” の内容と

して、どのようなことが考えられるか、英文の内容に即して述べなさい。そのうえで  

“normative claims” への反論としてどのような議論が可能であるか、説明しなさい。 

（40 点） 

   問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。 
   出典 Bence Nanay, “Everyday Aesthetic Injustice,” in Dominic McIver Lopes, Samantha 

Matherne, Mohan Matthen, and  Bence Nanay, The Geog raphy of Taste, New York, Oxford  

University Press, 2024, p .161, l.3-p .162, l.7. 

     

問３ あなたが良く知っている対象の「美的性質」について論じなさい。ただし、論述にあたって

は「美的性質」の語をもちいずに、たとえば「かわいさ」など、美学で言われる「美的性

質」にあたる性質について論じるものとします。好ましくない性質でもかまいません。主観

的な感想にならぬよう、それがどのような性質であるのか、他の性質とどのように異なるか

について説明したうえで、どのような場合にその性質が感じ取られやすいのか、どのような

場合にその性質が言われやすいのか、どのような場合にどう評価されるのかなど、具体的な

場面をめぐって考察するといいでしょう。 （50 点） 
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著者の著作権等に配慮し、省略します。



 1

令和８（２０２６）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
芸術学専攻 （音楽学受験分野） 専門試験 

［問題用紙は３枚です。］ 
（１枚目/３枚中） 

 
 以下の問１〜３について、解答用紙に「問１」「問２」「問３」と記入した上で、解答しな

さい。 

 

問１ 次に掲げる新聞記事を読み、ここで述べられている複数の視点を指摘した上で、そのうち

の一つ以上に関して自分の研究テーマと関連させて論じなさい。 
［出典：赤田康和「JASRAC 徴収めぐり「痛み分け」 公正利用と商業目的のはざまで」、『朝日

新聞』（デジタル版）、2025 年 2 月 28 日配信。なお、出題に際してテキストの一部と改行を省

略しています。］［配点 50 点］ 

 

（問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。） 
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 2

（２枚目/３枚中） 
 

問２  次の英文を日本語に訳しなさい。ただし TABLE 16.1 は参考ですので訳す必要はあり

ません。［出典：William E. Caplin, Classical Form: a theory of formal functions for the 
instrumental music of Haydn, Mozart, and Beethoven, Oxford University Press, 1998, 
p.231, ll.33-49.］［配点 50 点］ 
 
（問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。） 
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 3

（３枚目/３枚中） 
 
問３ 以下の英文を日本語に訳しなさい。［出典：Tamara E. Livingston, “Music Revivals: 
Towards a General Theory”, Ethnomusicology, Vol.43, No.1, 1999, p.66, l.1-18.］［配点 50
点］ 
 

（問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。） 
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令和８（２０２６）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

芸術学専攻 （演劇学受験分野） 専門試験 

［問題用紙は３枚です。］ 

（１枚目/３枚中） 

 

問 1 以下の６つの語すべてについて、それぞれ解答用紙５行以内の日本語で説明しなさい。 

 

（１）Robert Wilson      （２）テアトロ・オリンピコ   （３）『オイディプス王』 

（４）重要無形文化財保持者（各個認定） （５）『京鹿子娘道成寺』 （６）観阿弥 

 

問２ 選択問題です。設問１、設問２のどちらかを選んで日本語で解答してください。 

 

設問１）問題用紙２枚目は、Liz Tomlin, Acts and Apparitions: Discourses on the Real in Performance 

Practice and Theory, 1990-2010 (Manchester: Manchester University Press, 2013), p. 19, l. 27 - p. 20, 
l. 38 の文章です。これを読み、（１）～（３）に答えなさい。 

（１） 下線部 a、b の人物についてそれぞれ知るところを述べなさい。 

（２） 下線部 c、e を日本語に訳しなさい。 

（３） 下線部 d について、任意の演劇作品、実践の例を挙げて説明しなさい。 

 

設問２）問題用紙３枚目は、松好斎半兵衛『戯場楽屋図会』の一部です。この文章について、

（１）～（２）に答えなさい。 

（１） 翻刻の方針（凡例）を任意で示したうえで、全文を翻刻しなさい。 

（２） ここでは、歌舞伎が京都から大坂にくだった経緯をどのように説明しているか、現代日

本語で答えなさい。 

 

問３ ギリシア演劇や歌舞伎、能などの古典的作品の現代翻案の例を挙げ、その主題、形式の変

化について日本語で論じなさい。 
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問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

（２枚目/３枚中） 

Liz Tomlin, Acts and Apparitions: Discourses on the Real in Performance Practice and Theory, 1990-2010 

(Manchester: Manchester University Press, 2013), p. 19, l. 27 - p. 20, l. 38. 
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令和８（２０２６）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

芸術学専攻（西洋美術史受験分野） 専門試験 

［問題用紙は４枚です。］ 

（１枚目/４枚中） 

 

 

 

問 1 以下の用語の内 4 つを選び、それぞれ 100 字程度で日本語で説明しなさい。［配点 32 点］ 

 

１）造東大寺司 ２）仁清 ３）ウィーン万国博覧会 
 
４）イコノクラスム ５）《夜警》 ６）シノワズリー 

 

 

問 2 問題用紙２枚目の英文を読み、全文を日本語に直しなさい。［配点 58 点］ 

 
＊ 出典：Sophie Cras, translated from the French by Malcolm DeBevoise. The Artist as Economist: Art and Capitalism in the 

1960s (New Haven and London: Yale University Press, 2019), p. 15, l. 1-28.（脚注省略） 
 

 紙は著作権等に配慮し、省略します。 

問 3 下の設問 A または B のいずれかを選択し、日本語で解答しなさい。［配点 60 点］ 
＊設問 A（３枚目に画像）： ふたつの作品それぞれの制作時期、制作地域、作者について所見とその根拠

を述べなさい。また、両作品の比較をもとに美術史的に重要と思うことを述べなさい。 

＊設問 B（４枚目に画像）： 画像の作品について、制作時期、制作地域、作者について所見とその根拠を
記し、美術史的、図像学的に重要と思うことを述べなさい。 

 

 

 

 

 

 ＊出典は次のとおりです。 

A. A Carved Marble Figure of Hebe 

   After Bertel Thorvaldsen, Probably Danish, First Quarter of 19th Century 

65



（２枚目/４枚中） 

 

 

 

著作権等に配慮し、省略します。 
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（３枚目/４枚中） 

 

 

 

著作権等に配慮し、省略します。 
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（４枚目/４枚中） 

 

 

 

著作権等に配慮し、省略します。 
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